
次世代バックアップソリューション
紹介



本資料の目的・免責事項
本資料は、昨今のバックアップ市場を
お客様へフィードバックすることを目的とし
プリセールスSEが独自で調査や検証を行った内容を元に作成しております。

内容については正確性を期するよう努力していますが、
正確性、完全性を保証するものではありません。



バックアップソリューションの市場変化
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昨今のバックアップ課題

On-Premise（本社） On-Premise（拠点）
A-システム

B-システム

+

+

バックアップ対象追加によるシステム負荷

増え続けるデータ量 システム単位、サイト単位で進むサイロ化＞

容量&性能不足時の拡張対応＞

＞

＞

サイロ化

データ量増加

データ量増加

データ量増加に伴い
バックアップ時間が
増加
（RPO, RTOの
維持が困難）

運用負荷が増えており
システム維持の
難化、複雑化

システム管理者

バックアップサーバ

バックアップサーバ

バックアップサーバ
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さらに求められる要望

SaaSサービスに対するバックアップの需要

初期投資の抑制 セキュリティ被害の脅威
(バックアップデータの安全性)

＞

運用負荷の軽減＞

＞

＞

対象数やデータ量に
合わせた拡張

ランサムウェアなどの
セキュリティ被害から
バックアップデータを保護

過失
セキュリティ侵害
コンプライアスへの
対応

バックアップバックアップの
統合管理

統合管理

追加初期 クラウドへの保存
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次世代プラットフォームに求められること

バックアップ対象追加によるシステム負荷

増え続けるデータ量

システム単位、サイト単位で進むサイロ化

容量&性能不足時の拡張対応

初期投資抑制

運用負荷の軽減

セキュリティ被害の脅威(バックアップデータの安全性)

SaaSサービスに対するバックアップの需要

統一プラットフォーム
（マルチプラットフォームからの

バックアップ）

スケーラビリティ

パブリッククラウド利用

セキュリティ観点のデータ保護

課題・要望
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次世代バックアップイメージ

On-Premise（本社）

On-Premise（拠点）NAS

パブリッククラウド

リストア
(BCP)

統合管理

バックアップデータ分析
ランサムウェア検出

ノード追加拡張

外部から
変更不可の
ファイルシステム

容量と性能の
スケールアウト

次世代バックアップ基盤

次世代バックアップ基盤

仮想環境

物理環境

マルチ環境の
バックアップ

Blob S3
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トレンドの変化
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As is To be
データマネジメントプラットフォーム

 シンプルに管理できるデータ統合基盤

 クラウドシフトへの対応
オンプレミス・クラウド環境の統合

 柔軟なデータの移動
クラウドへのアーカイブ、BCP、リストア

 バックアップデータの活用
開発・検証クローニング、分析

 セキュリティ脅威からのデータ保護

バックアップ機能だけではなく、クラウド時代に対応できる
データマネジメントプラットフォームへ変化

 バックアップ対象の対応可否
- 物理オペレーティングシステム
- 仮想化環境
- データベース等ミドルウェア
- NAS領域

 バックアップ取得方式(差分/増分/永久増分)

 データ削減率(重複排除/圧縮)

 テープアウト

バックアップソリューション



お客様にとって最適なバックアップのあり方を
検討フェーズからお手伝いさせていただきます。

兼松エレクトロニクス株式会社
システム本部
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